
ま
だ
寒
い
早
春
の
時
分
、

温
暖
な
伊
豆
半
島
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
花
が

次
々
と
咲
き
始
め
る
。

彩
り
豊
か
な
春
景
色
を
眺
め
、

あ
た
た
か
な
気
候
で
育
っ
た

果
実
を
楽
し
み
、

ひ
と
足
早
い
春
の
訪
れ
を
味
わ
お
う
。

千
紫
万
紅

　早
春
の
伊
豆
へ
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紅白のグラデーションが風流な趣を醸し出す。園内にはたくさんのフォ
トスポットがあるので、お気に入りの場所を探してみよう。

　

伊
豆
の
玄
関
口
と
し
て
知
ら
れ
る
熱
海
。

1
8
8
6
年
に
開
園
し
た
熱
海
梅
園
は
、
日
本

一
の
早
咲
き
の
梅
園
で
、
樹
齢
1
0
0
年
を
超

え
る
古
木
を
筆
頭
に
60
品
種
、
4
6
9
本
の

梅
が
花
を
咲
か
せ
る
。
早
咲
き
か
ら
遅
咲
き

ま
で
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
楽
し
め
る
の
が
特

徴
だ
。そ
れ
ぞ
れ
の
木
に
は「
曙
」、「
梓
弓
」、「
思

い
の
ま
ま
」、「
白
獅
子
」な
ど
の
名
札
が
掛
け

ら
れ
、
色
や
香
り
の
違
い
を
愛
で
る
の
も
楽
し

い
。毎
年
恒
例
の「
熱
海
梅
園
梅
ま
つ
り
」で
は
、

期
間
中
に
毎
日
開
催
さ
れ
る
大
道
芸
や
、
甘

酒
や
梅
茶
の
サ
ー
ビ
ス
、
各
種
ス
テ
ー
ジ
で
に

ぎ
わ
い
を
見
せ
る
。

　

熱
海
は
温
泉
地
と
し
て
の
歴
史
も
長
い
。

街
中
で
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
湯
気
が
湧
き
出
し

て
お
り
、「
熱
海
七
湯
」と
呼
ば
れ
る
源
泉
に
出

合
う
。
そ
も
そ
も
熱
海
梅
園
は
、
温
泉
療
養

の
一
環
と
し
て
散
策
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
。

梅
園
を
楽
し
ん
だ
後
は
足
湯
や
立
ち
寄
り
湯

で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
の
も
お
す
す
め
だ
。「
熱

海
七
湯
」の
ひ
と
つ
で
あ
る「
大
湯
」は
、
か
の

徳
川
家
康
が
湯
治
に
訪
れ
た
際
に
気
に
入
り
、

江
戸
城
ま
で
湯
を
運
ば
せ
た
逸
話
を
も
つ
。
こ

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
ち
な
ん
で
名
づ
け
ら
れ
た
駅

前
の
足
湯「
家
康
の
湯
」も
源
泉
か
け
流
し
。

実
際
に
温
泉
に
浸
か
り
な
が
ら
、
歴
史
に
思
い

を
馳
せ
て
み
た
い
。

　

そ
ん
な
熱
海
が
誇
る
果
物
と
い
え
ば
ダ
イ

ダ
イ
。木
か
ら
実
が
落
ち
な
い
こ
と
か
ら「
代
々

栄
え
る
」と
し
、
鏡
餅
に
の
せ
る
正
月
の
縁
起

物
と
し
て
お
な
じ
み
だ
。
熱
海
は
ダ
イ
ダ
イ
の

生
産
量
日
本
一
を
誇
る
こ
と
か
ら
、
市
内
の
店

に
は
趣
向
を
凝
ら
し
た
ダ
イ
ダ
イ
グ
ル
メ
が
目

白
押
し
。
ジ
ャ
ム
や
ジ
ェ
ラ
ー
ト
、和・洋
菓
子
、

カ
ク
テ
ル
や
サ
ワ
ー
、
ポ
ン
酢
な
ど
の
加
工
品

に
使
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
す
っ
き
り
と
爽
や
か

な
風
味
は
料
理
の
味
を
引
き
立
て
る
薬
味
と

し
て
地
元
で
愛
さ
れ
て
い
る
。
旅
の
思
い
出
に

ダ
イ
ダ
イ
の
ス
イ
ー
ツ
を
買
い
求
め
、
海
に
近

い
温
泉
街
な
ら
で
は
の
風
物
詩
を
堪
能
し
て
み

て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
梅
園
と

家
康
も
愛
し
た
名
湯
に
癒
さ
れ
る爽やかな香りの

ダイダイを使った
ドリンク。

街には源泉「熱海七
湯」が点在。家康も絶
賛した「大湯」は日帰
り温泉「日航亭 大湯」
で楽しめる。
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東
伊
豆
海
岸
に
面
す
る
河
津
で
、
全
国
で

最
も
早
く
咲
く
桜
と
し
て
人
気
の
河
津
桜
。

雄
大
な
天
城
山
を
背
景
に
流
れ
る
河
津
川
の

両
岸
に
4
km
に
わ
た
る
桜
並
木
は
、
多
く
の
人

が
訪
れ
る
桜
の
名
所
だ
。
1
9
5
5
年
、
河
津

町
田
中
に
住
む
飯
田
氏
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た

河
津
桜
の
原
木
は
、
樹
齢
65
年
を
超
え
た
今

も
健
在
。
早
咲
き
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
系
と
ヒ
カ

ン
ザ
ク
ラ
系
の
自
然
交
配
種
と
さ
れ
る
河
津

桜
は
徐
々
に
そ
の
名
を
と
ど
ろ
か
せ
、
多
く
の

人
々
を
魅
了
し
て
い
る
。「
河
津
桜
ま
つ
り
」で

は
沿
道
に
1
0
0
軒
も
の
店
が
軒
を
連
ね
、
賑

や
か
な
雰
囲
気
に
。
河
津
桜
観
光
交
流
館
で

は
E
バ
イ
ク（
電
動
自
転
車
）の
貸
し
出
し
も
あ

る
の
で
、
天
気
の
い
い
日
は
川
沿
い
を
サ
イ
ク

リ
ン
グ
す
る
の
も
お
す
す
め
だ
。
夜
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
は
駅
付
近
と
峰
温
泉
、
6
ヶ
所
の
名
木

エ
リ
ア
を
彩
り
、
昼
間
と
は
う
っ
て
変
わ
っ
て

幻
想
的
な
世
界
が
広
が
る
。

　

こ
の
時
期
は
町
の
特
産
品
・
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
の
見
本
園
も
開
催
さ
れ
る
。
ふ
だ
ん
は
非

公
開
だ
が
、
約
1
4
0
0
0
株
、
3
5
3
種

類
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
咲
き
誇
る
ハ
ウ
ス
で

は
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
販
売
が
行
わ

れ
る
。

　

温
暖
な
気
候
を
生
か
し
て
栽
培
さ
れ
る
の

が
柑
橘
類
。
河
津
か
ら
稲
取
方
面
に
向
か
っ

た
国
道
1
3
5
号
線
沿
い
に
あ
る
ド
ラ
イ
ブ

イ
ン「
伊
豆
オ
レ
ン
ヂ
セ
ン
タ
ー
」で
販
売
し
て

い
る「
ウ
ル
ト
ラ
生
ジ
ュ
ー
ス
」は
、
新
鮮
な
み

か
ん
を
搾
り
た
て
で
提
供
。
飲
む
と
10
年
長

生
き
す
る
と
言
わ
れ
、
地
元
で
評
判
だ
。

　

河
津
に
は
桜
見
物
の
途
中
に
立
ち
寄
り
た

い
足
湯
も
点
在
す
る
。「
大
噴
湯
公
園
の
足
湯

処
」、
今
井
浜
海
岸
に
は「
船
戸
の
番
屋
の
足

湯
処
」が
あ
り
、
無
料
で
利
用
で
き
る
。
ま
だ

肌
寒
い
こ
の
時
期
、
足
湯
で
体
を
温
め
な
が

ら
桜
を
見
上
げ
る
の
も
一
興
だ
。
爽
や
か
な

み
か
ん
の
香
り
と
ピ
ン
ク
に
染
ま
っ
た
川
面

を
眺
め
な
が
ら
、
一
足
早
い
春
の
訪
れ
を
堪
能

し
た
い
。

み
か
ん
の
香
り
に
誘
わ
れ
て

い
ざ
河
津
桜
発
祥
の
地
へ

交流館では、近隣で収穫された
みかんの販売も行っている。

カーネーション見本園。

伊豆オレンヂセン
ターでは、しぼりたて
のウルトラ生ジュー
スを味わえる。

3 ミスモリッシュ | 2023年2月号



花
畑
広
が
る
の
ど
か
な
南
伊
豆
で

名
物
・
温
泉
メ
ロ
ン
を
味
わ
う

　

半
島
の
南
端
、
下
賀
茂
温
泉
で
は
毎
年
、

青
野
川
沿
い
の
両
岸
お
よ
そ
4
.
２
km
に
わ

た
っ
て
8
0
0
本
の
桜
が
咲
き
誇
る
。
伊
豆
急

下
田
駅
か
ら
バ
ス
で
20
分
、
道
の
駅「
下
賀
茂

温
泉 

湯
の
花
」で
下
車
し
た
ら
、
桜
見
物
を
ス

タ
ー
ト
し
よ
う
。
こ
こ
か
ら
上
流
へ
向
か
う

ル
ー
ト
は
大
木
が
多
く
、
見
応
え
の
あ
る
景

色
が
続
く
。
前
原
橋
に
到
着
し
た
ら
U
タ
ー
ン

し
て
下
流
へ
。
春
ま
ち
橋
、
来
の
宮
橋
、
湯
け

む
り
橋
な
ど
、
風
情
あ
る
名
の
橋
付
近
に
は

お
す
す
め
の
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
も
あ
る
の
で
、

お
気
に
入
り
の
場
所
を
見
つ
け
て
写
真
に
お
さ

め
る
の
も
良
い
。
下
流
近
く
、
出
会
い
橋
の
先

に
は
約
3
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地
に
黄
色
の
絨
毯

「
日
野
の
菜
の
花
畑
」が
広
が
り
、
桜
と
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
が
み
ご
と
だ
。
こ
の
時
期
は
人
力
車

も
登
場
し
、
桜
の
ト
ン
ネ
ル
を
優
雅
に
眺
め
る

こ
と
も
で
き
る
。
夜
に
な
れ
ば
、
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
や
竹
灯
り
な
ど
の
演
出
も
行
わ
れ
、
昼
と

は
違
う
表
情
が
楽
し
め
る
だ
ろ
う
。

　

の
ど
か
な
温
泉
地
で
知
ら
れ
る
下
賀
茂
温

泉
だ
が
、
温
泉
の
地
熱
を
利
用
し
て
栽
培
さ

れ
て
い
る
の
が
名
物「
温
泉
メ
ロ
ン
」だ
。
直
温

泉
を
有
す
る「
さ
と
う
温
泉
メ
ロ
ン
」で
は
、
一

年
を
通
じ
て
一
定
に
温
度
を
保
っ
た
環
境
で
、

糖
度
の
高
い
温
室
メ
ロ
ン
を
栽
培
し
て
い
る
。

こ
の
メ
ロ
ン
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
が
今
、
下
賀

茂
の
街
で
人
気
上
昇
中
だ
。
ブ
ー
ム
の
火
付
け

役
は「
扇
屋
製
菓
」。
完
熟
さ
せ
た
メ
ロ
ン
を
餡

に
混
ぜ
た「
メ
ロ
ン
最
中
」は
昭
和
30
年
か
ら
続

く
南
伊
豆
の
銘
菓
だ
。
ま
た
皮
と
餡
を
食
べ

る
時
に
合
わ
せ
る「
パ
リ
パ
リ
メ
ロ
ン
最
中
」

は
、
甘
さ
控
え
め
で
軽
い
口
当
た
り
が
特
徴
。

店
内
で
は
、
生
の
メ
ロ
ン
を
ぜ
い
た
く
に
使
っ

た「
メ
ロ
ン
パ
フ
ェ
」や「
メ
ロ
ン
ゼ
リ
ー
」も
お

す
す
め
。
道
の
駅
で
販
売
し
て
い
る「
メ
ロ
ン

ソ
フ
ト
」も
生
の
メ
ロ
ン
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た

芳
醇
な
香
り
が
人
気
で
、
こ
こ
で
し
か
味
わ
え

な
い
ス
イ
ー
ツ
だ
。
湯
煙
に
花
吹
雪
が
舞
う
温

泉
街
で
、
か
ぐ
わ
し
い
早
春
の
世
界
に
遊
ん
で

み
た
い
。

温室栽培で育てた完熟
メロンをたっぷり使っ
たメロンパフェ。

ライトアップされた河
津桜が幽玄な雰囲気を
醸し出す。
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雛
の
つ
る
し
飾
り
と

果
実
を
楽
し
む
小
旅
行

　

伊
豆
半
島
・
東
海
岸
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

す
る
東
伊
豆
町
。
豊
富
な
源
泉
と
山
海
の
幸

に
恵
ま
れ
た
こ
の
場
所
に
は
、
大
川
や
熱
川
、

稲
取
な
ど
6
つ
の
温
泉
郷
が
あ
る
。
そ
の
う

ち
最
も
南
に
位
置
す
る
稲
取
で
は
こ
の
時
期
、

町
を
あ
げ
て「
雛
の
つ
る
し
飾
り
ま
つ
り
」が

開
催
さ
れ
る
。
メ
イ
ン
会
場
と
な
る「
文
化
公

園 

雛
の
館
」を
中
心
に
全
4
ヶ
所
で
雛
飾
り

を
展
示
。
江
戸
時
代
か
ら
続
く
伝
統
の
つ
る

し
飾
り
は
、女
の
子
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ

て
作
ら
れ
た
和
細
工
を
飾
る
桃
の
節
句
の
風

習
で
、
稲
取
が
発
祥
と
い
わ
れ
て
い
る
。
つ

る
し
飾
り
の
モ
チ
ー
フ
は
1
0
0
を
超
え
る

種
類
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
福
を
呼
ぶ「
ふ

く
ろ
う
」や「
だ
る
ま
」、「
お
か
め
」、
長
寿
の

象
徴
で
あ
る「
亀
」や「
鶴
」、
厄
を
飛
ば
す
と

さ
れ
る「
羽
子
板
」な
ど
、
一
つ
ひ
と
つ
に
女

性
た
ち
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

　

雛
の
館
で
は
ジ
ャ
ン
ボ
雛
壇
と
と
も
に

6
4
0
9
個
も
の
ジ
ャ
ン
ボ
つ
る
し
飾
り
が

公
開
さ
れ
、
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
る
。

小
高
い
丘
の
上
に
あ
る
素す

さ
の
お

盞
鳴
神
社
の
雛
段

飾
り
も
必
見
。
鳥
居
の
先
、
本
殿
へ
と
続
く

1
1
8
段
の
石
段
を
雛
壇
に
見
立
て
、
雛
人

形
と
つ
る
し
飾
り
が
並
ぶ
様
は
圧
巻
だ
。

　

東
伊
豆
で
こ
の
時
期
、
収
穫
を
迎
え
る
の

が
い
ち
ご
と
み
か
ん
。静
岡
県
特
産
の「
章
姫
」

と「
紅
ほ
っ
ぺ
」を
中
心
に
生
産
す
る
4
ヶ
所

の
農
家
で
は
、
い
ち
ご
狩
り
を
行
な
っ
て
お

り
、
甘
く
熟
し
た
い
ち
ご
を
心
ゆ
く
ま
で
堪

能
で
き
る
。
ま
た
み
か
ん
の
一
大
産
地
で
あ

る
静
岡
県
の
中
で
も
特
に
温
暖
な
東
伊
豆
で

は
、
栽
培
品
種
が
多
い
の
が
特
徴
。
雛
の
つ

る
し
飾
り
の
会
場
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る「
収
穫

体
験
農
園
ふ
た
つ
ぼ
り
」で
は
、
そ
の
時
期
の

旬
の
柑
橘
類
の
味
覚
狩
り
が
長
期
間
体
験
で

き
る
。

　

街
中
に
は
、
こ
の
時
期
限
定
の
い
ち
ご
を

使
っ
た
ク
レ
ー
プ
や
か
き
氷
な
ど
を
提
供
す

る
グ
ル
メ
ス
ポ
ッ
ト
も
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
立

ち
寄
っ
て
み
た
い
。

稲取や熱川ではいちご狩りが楽しめる。もぎた
ての味は格別。

クレープ専門店、TATENOICHIで
はいちごや桜など、季節のクレー
プも楽しめる。

圧巻のひな飾りは日本
一とも言われる。この時
期、素盞鳴神社では御朱
印を配布している。
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知
る
ひ
と
ぞ
知
る
美
術
館
で

心
豊
か
な
至
福
の
と
き
を
過
ご
す

　

河
津
か
ら
車
で
南
へ
約
20
分
。
伊
豆
・
下

田
の
里
山
に
ひ
っ
そ
り
と
佇
む「
上
原
美
術
館
」

が
あ
る
。
個
人
コ
レ
ク
タ
ー
が
蒐
集
し
た
近
代

絵
画
と
仏
教
美
術
を
展
示
す
る
美
術
館
は
、

知
人
の
邸
宅
を
訪
れ
た
と
き
の
よ
う
に
心
地

よ
い
空
間
が
広
が
る
。

　

現
在
、
近
代
館
で
は
4
月
16
日（
日
）ま
で
、

特
別
展『
梅
原
龍
三
郎
と
伊
豆
』を
開
催
中
だ
。

日
本
洋
画
の
巨
匠
・
梅
原
龍
三
郎
は
熱
海
や

江
ノ
浦
、
大
仁
な
ど
、
生
涯
を
通
じ
て
伊
豆
を

訪
れ
て
制
作
を
行
っ
た
。
戦
中
に
は
大
仁
ホ
テ

ル
に
疎
開
し
、
そ
こ
か
ら
見
え
る
富
士
山
の
姿

を
数
多
く
描
い
た
。
梅
原
は
朝
や
夕
、
光
が

移
り
変
わ
る
と
き
の
富
士
を
雄
大
に
捉
え
た
。

そ
の
姿
は
、
今
も
大
仁
ホ
テ
ル
か
ら
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
伊
豆
を
旅
し
な
が
ら
、
伊
豆
で
描

か
れ
た
作
品
を
味
わ
う
の
も
ま
た
楽
し
い
。
東

京
国
立
近
代
美
術
館
が
所
蔵
す
る《
黄
金
の
首

飾
り
》を
は
じ
め
、
華
や
か
な
梅
原
芸
術
の
名

品
の
数
々
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

仏
教
館
で
は
、『
き
れ
い
な
お
経 

か
わ
い
い

お
経
』を
開
催
。
中
世
に
描
か
れ
た《
善
財
童

子
絵
》は
、
善
財
童
子
が
菩
薩
道
を
求
め
て
、

様
々
な
人
を
訪
ね
る
華
厳
経
の
一
場
面
。
教
え

を
受
け
る
童
子
の
横
に
咲
く
花
は
、
桃
源
郷

に
訪
れ
た
春
を
思
わ
せ
る
。
早
咲
き
の
河
津

桜
が
咲
く
伊
豆
で
こ
の
絵
を
見
る
と
、
旅
そ
の

も
の
が
よ
り
幻
想
的
な
も
の
に
な
る
か
の
よ
う

だ
。
そ
の
ほ
か
、
小
さ
な
宝
塔
の
中
に
一
字
ず

つ
文
字
を
描
い
た《
一
字
宝
塔
法
華
経
断
簡
》

（
平
安
時
代
）な
ど
、
見
る
だ
け
で
美
し
い
多
彩

な
お
経
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

美
術
館
の
外
に
出
る
と
、
春
の
香
り
が
広

が
る
。
芸
術
と
自
然
を
一
緒
に
味
わ
う
ひ
と
と

き
は
、
他
に
は
な
い
ぜ
い
た
く
な
体
験
だ
。

上原美術館
☎0558-28-1228
静岡県下田市宇土金341
9時30分～16時30分（入館は16時
まで）　展覧会期間中は無休
入館料  大人1,000円／学生500円　
伊豆急下田駅より南伊豆東海バス
堂ヶ島行きで「相玉」バス停下車、
徒歩約15分／河津駅からタクシー
で20分
https://uehara-museum.or.jp/

梅 原龍三郎≪富士山図≫　
制作年未詳、上原美術館蔵
伊豆の大仁ホテルから見た富
士の眺め。日没の燃えるような
夕暮れが美しい。

≪善財童子絵≫
鎌倉～南北朝時代、上原美術館蔵
愛らしい童子が教えを求める場
面。そこに咲く美しい花は河津桜
を想起させる。

梅原龍三郎≪江ノ浦 残月≫
1936(昭和11)年、上原美術館蔵　＊新収蔵初公開
静浦の漁村風景。当時の展覧会で本作が評判になり、
多くの画家がこの地を訪れたという。

受付で｢ミスモを見た｣と
伝えると入館料が1割引
（2023年4/16（日）まで）
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あたみ桜糸川桜まつり

熱海梅園梅まつり

河津桜まつり 雛のつるし飾りまつり

みなみの桜と菜の花まつり

気の向くままにふらり、

思いがけない楽しみに出合う

そんな旅に出かけませんか

Menu
⃝ 厳選コース 21,500円
⃝ 金井スペシャルコース 29,500円
⃝ ボロネーゼパスタセット（ランチ） 2,580円

内閣総理大臣賞受賞の遠州夢
咲牛や伊豆牛、富士山麓育ち
のあしたか牛など極上ブラン
ド牛を堪能できる。無農薬野
菜や伊東港直送の魚介もぜい
たくに使用。ロールスロイス
などの無料送迎も(伊東市内
のみ。前日までに予約)。

最高級の食材を非日常のくつろぎ空間で

蘂0557-35-9105
静岡県伊東市十足614-143 
賚10時～15時/17時～21時 贊火曜 

ステーキハウス金井 
大室高原店

伊東

ホームページ

絶景を望む男女別屋上天空露天風呂「薫風」
が自慢。昨年、ダイニング「季の杜」がリ 
ニューアルし、カルチャーサロン「mizi-cul

（ミヂカル）」もオープン。「季の杜」では和
モダンな空間で旬の味覚を堪能できる。

「mizi-cul」では「美と健康」「伊豆の食」「もの
づくり」「癒し」の４つのカテゴリーで講座
を展開。自分を磨き、伊豆の自然を満喫す
る豊かな旅を。

絶景風呂と美味、体験講座で豊かな旅を

Menu

⃝   ［プレミアムQoomo］ 29,150円～
⃝  伊勢海老・鮑・金目鯛・和牛！伊豆の豪華

食材を堪能！コース 24,200円～
※すべて2名1室利用、大人1名料金。入湯税別

蘂0120-120-707（予約専用） 
静岡県賀茂郡東伊豆町奈良本1248-3 

熱川プリンスホテル
伊豆

ホームページ

Menu
⃝ 天丼とおさしみのAセット 2,750円
⃝ 桐定食 4,400円
⃝ すし 1,595円

小田原で明治26年創業の老
舗。小田原漁港で水揚げされ
る旬の魚介や地魚をふんだん
に使用した日本料理が堪能で
きる。継ぎ足しで作られる天
つゆを絡めた天丼とお刺身の
セットが好評。個室・大広間
もあり慶弔時にもおすすめ。

小田原の海の幸を老舗の名店で

蘂0465-22-4128 
小田原市本町2-1-30 
賚11時～21時（L.O.20時） 贊無休 
猾あり 

小田原

ホームページ

国指定登録有形文化財 のれんと味
だるま料理店

Menu
⃝ 会席コース（前日までに予約） 6,600円～
⃝ 昼餐会コース（前日までに予約） 3,520円　
⃝ 榛御膳 1,650円　

小田原駅東口の路地裏にたた
ずむ、四季折々の食材を生か
した本格和食と鉄板料理を味
わえる店。職人が腕を振るう
料理は一品一品彩り鮮やか。
カウンター席に座ればライブ
感たっぷりの鉄板調理が繰り
広げられる。

五感で楽しむ和食と鉄板創作料理

蘂0465-20-4220 
小田原市栄町2-1-20 プラザリズB1F 
賚11時30分～14時30分（L.O.14時）/17
時～22時30分（L.O.22時） 
贊日曜（祝前日は営業）、祝日 
JR・小田急線小田原駅から徒歩3分

和房鉄板 榛
はしばみ

小田原

ホームページ
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2023年4月号は 3/25(土) 新聞折込
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「ケルン」には、健康に配慮した本格ドイツ
パンが並ぶ。ライ麦パンは砂糖不使用、さ
らに、鉄分、食物繊維、ビタミンB1・B2
が豊富で、リジンが小麦の2倍なのがうれ
しい。今なら、自家製ハム・ソーセージ専
門店「ハウスメッツガー・ハタ」とのコラボ
冊子「ドイツでおもてなし」を店頭で配布
中。たんぱく質を取り入れたメニューを
日々の健康増進の参考にしたい。

砂糖不使用ライ麦パンでドイツのおもてなし

ケルン

Menu

⃝  ローゲンブロート（ライ麦
100%）

 1本 810円、1/2本 405円
⃝  バイツェンミッシュブロー

ト（ライ麦30%）
 1本 1,015円、1/2本 507円
⃝  アインコーンブレッド各種
 1個529円、1/2個 270円

蘂044-951-0533 
川崎市麻生区万福寺1-16-4
賚9時～19時 贊木・日曜、祝日（営
業の場合もあるので要確認）

世田谷通り

新百
合ヶ
丘

JA

至町
田

アートセンター

区役所南

駅入口

脂の乗った肉厚なうなぎを、50年以上受け
継がれている秘伝のタレで香ばしく焼き上
げる。ふっくらした中にも歯ごたえの残る
絶妙な食感と、ほどよい甘さでやみつきに。
自然豊かな春の里山の風景を眺めながらお
いしいうなぎをいただけば、身も心も安ら
ぎそうだ。人気のうな重やひつまぶしのほ
か、昆布やアゴ、カツオでだしをとった味
わい深い田舎蕎麦も自慢の品。

里山の景色と絶品うなぎで心と体を癒す

うなぎ・田舎蕎麦
寺
じ

家
け

乃
の

鰻
まん

寮
りょう

Menu

⃝ 上うな重（松） 4,620円
⃝ 鰻ひつまぶし（竹）
 4,070円
⃝ 鰻寮御膳 3,850円
⃝ 半蒲うなぎ膳 2,530円
⃝ 刺身御膳 1,650円
⃝ 天せいろ 1,595円

蘂045-962-7338 
横浜市青葉区寺家町414 四季の
家 賚11時 ～20時30分（L.O.）/ 
ランチ（L.O.14時30分） 贊火曜 
猾あり ミスモネット

寺家ふるさと村

早野

下麻生
新百合ヶ丘

選りすぐりの名店やアートの楽しみ…

いつもの暮らしをより豊かにする

上質なひとときを

蘂044-299-8879 
川崎市麻生区片平7-7-1 ヒルサイ
ドコート1F 賚8時～18時 贊水曜、
第1・3・5木曜 猾あり

ぱんやのともぱん

国産小麦と天然酵母にこだわ
る同店では、1/28㈯・29㈰に
開店4周年記念祭を実施。来
店した方へ感謝を伝える「ご
縁あんぱん」を5円で販売（数
量限定）するほか、1,000円以
上の買い物で10%OFF5回券
をプレゼント。

開店4周年の感謝を伝える記念祭を開催

Menu
⃝  ご縁あんぱん（1/28㈯・

29㈰数量限定） 5円　
⃝  チョコマーブルヘーゼル

ナッツ1本 950円〜
⃝ クロワッサン 248円　

栗平

ローソン

小田急多摩線

湯快爽快 Instagram

4/16㈰〜5/14㈰の期間中、オペラ、バレエ、
オーケストラ、室内楽、伝統芸能、演劇、
ジャズ、和太鼓、落語などさまざまなジャ
ンルの芸術が一堂に会するイベント「アルテ
リッカしんゆり2023」が開催される。東京交
響楽団の演奏やスターダンサーズ・バレエ
団による公演など、見所も満載。この機会
に一流の芸術を堪能してみては。2/1㈬より
チケットを発売。詳細は公式HPにて。

芸術の祭典「アルテリッカしんゆり2023」開催

川崎・しんゆり芸術祭（アルテリッカ
しんゆり）実行委員会

In format ion

⃝  東京交響楽団 〜爽やかグ
リーンコンサート〜

　日時：5/7㈰　15時開演
⃝  スターダンサーズ・バレ

エ団公演「The Concert」
　日時：5/13㈯・14㈰
 各14時開演
※ 上記公演の会場は昭和音

楽大学テアトロ・ジーリオ・
ショウワ

蘂044-955-3100（チケットセンター）
受付時間：平日10時～17時

ホームページ

©山本倫子

©HASEGAWA
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こ
の
と
こ
ろ
仕
事
を
手
伝
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
K
青
年
は
、
葛
飾
柴
又

の
在
。
身
長
1
8
9
セ
ン
チ
の
ス
マ
ー

ト
な
外
観
を
裏
切
っ
て
、
中
身
は
寅
さ

ん
な
の
で
あ
る
。
仕
事
や
家
庭
に
縛
ら

れ
る
の
が
苦
手
な
タ
イ
プ
で
、
暇
が
あ

れ
ば
ふ
ら
り
と
一
人
旅
に
出
か
け
る
。

　

旅
に
お
金
は
か
け
な
い
が
時
間
を

か
け
る
。
青
春
18
き
っ
ぷ
を
駆
使
し

て
鈍
行
の
旅
を
楽
し
む
。
去
年
の
夏

に
は
東
京
か
ら
四
国
ま
で
列
車
を
乗

り
継
い
で
行
っ
た
。
一
日
目
で
一
挙

に
高
松
ま
で
到
着
し
た
が
、
二
日
目

は
四
国
の
縦
断
に
時
間
を
取
ら
れ
る
。

乗
り
継
ぎ
が
上
手
く
い
か
な
い
の
だ
。

琴
平
で
次
の
列
車
ま
で
一
時
間
半
待

ち
と
わ
か
っ
て
、
暇
を
潰
す
つ
も
り

で
金
比
羅
山
に
お
参
り
し
た
と
い
う

か
ら
本
末
転
倒
だ
。

　

高
知
に
辿
り
着
い
た
三
日
目
、「
な

ん
と
な
く
」
県
の
西
を
目
指
し
た
。

四
万
十
川
か
仁
淀
川
の
鮎
を
食
べ
て

み
た
い
。
隈
研
吾
の
建
築
物
で
知
ら
れ

る
梼
原
も
念
頭
に
は
あ
っ
た
。
し
か
し

途
中
下
車
を
す
る
に
は
至
ら
ず
、
西
端

の
町
宿
毛
に
着
い
た
ら
夕
方
だ
っ
た
。

　

居
酒
屋
を
探
す
勘
に
は
自
信
が
あ

る
。
こ
の
日
は
お
婆
さ
ん
が
一
人
で

や
っ
て
い
る
店
の
暖
簾
を
く
ぐ
っ
た
。

メ
ニ
ュ
ー
は
な
い
が
、
大
皿
の
お
ば

ん
ざ
い
が
カ
ウ
ン
タ
ー
に
並
ぶ
。
お

す
す
め
は
鰯
の
煮
付
け
と
煮
物
。
い

た
だ
い
て
い
る
と
、
頼
ん
だ
覚
え
の

な
い
「
カ
メ
ノ
テ
」
が
出
て
き
た
。

文
字
通
り
亀
の
手
の
よ
う
な
形
が
、

岩
に
こ
び
り
付
い
て
い
る
、
不
思
議

な
生
き
物
だ
。
高
知
で
は
よ
く
食
さ

れ
る
よ
う
で
、
出
さ
れ
た
そ
れ
は
塩

茹
で
だ
っ
た
。
コ
リ
っ
と
噛
み
締
め

る
と
、
磯
の
香
り
が
口
中
に
広
が
り
、

貝
の
旨
み
が
舌
に
残
っ
た
。

　

そ
の
後
も
頼
ま
な
く
て
も
次
々
と

出
て
き
た
。
飲
ん
だ
の
は
ビ
ー
ル
と

お
銚
子
三
本
と
ハ
イ
ボ
ー
ル
二
杯
。

そ
れ
で
三
千
数
百
円
と
い
う
こ
と
は
、

「
カ
メ
ノ
テ
」
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
本

気
で
タ
ダ
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

気
持
ち
よ
く
飲
ん
だ
翌
日
は
、
西

端
の
町
か
ら
、
さ
ら
に
南
西
の
柏
島

を
目
指
す
。
そ
の
海
の
美
し
さ
は
最

近
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

「
で
、
き
れ
い
だ
っ
た
の
？
」

「
は
い
」

「
海
水
浴
は
？
」

「
し
て
る
人
い
ま
し
た
ね
」

　

行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
の
旅
ゆ
え
、

青
年
に
海
水
パ
ン
ツ
の
用
意
は
な
い
。

私
な
ら
T
シ
ャ
ツ
の
ま
ま
ザ
ブ
ン
と

飛
び
込
む
が
、
青
年
は
お
っ
と
り
と

海
を
眺
め
て
満
足
し
て
し
ま
う
。

　

歩
い
た
と
こ
ろ
、
喫
茶
店
が
一
軒

だ
け
あ
っ
て
、
レ
ト
ル
ト
の
味
の
す

る
カ
レ
ー
を
食
べ
た
。
ま
だ
宿
が
決

ま
っ
て
い
な
い
と
知
る
と
、
店
の
マ

マ
が
知
り
合
い
の
民
宿
に
電
話
を
か

け
て
く
れ
た
。

　

民
宿
は
老
婦
人
が
一
人
で
営
ん
で

お
り
、
他
人
の
家
の
一
部
屋
を
借
り

た
よ
う
な
塩
梅
だ
っ
た
。
一
食
付
き

は
本
来
三
千
円
だ
が
、
マ
マ
の
紹
介

と
あ
っ
て
五
百
円
負
け
て
く
れ
た
。

　

翌
日
、
強
い
日
差
し
の
中
を
歩
き

寅
さ
ん
青
年
の
旅

 
ア
ン
ナ
こ
ん
な
記 

始
め
て
青
年
は
異
変
に
気
づ
い
た
。

右
目
が
痛
く
て
開
か
な
い
。
肩
か
ら

背
中
に
か
け
て
、
ぶ
つ
ぶ
つ
を
通
り

越
し
て
ぼ
こ
ぼ
こ
に
腫
れ
て
い
る
。

民
宿
の
ダ
ニ
を
彼
は
疑
っ
た
。

　

さ
す
が
に
東
京
へ
帰
る
気
に
な
っ

て
、
普
段
は
乗
ら
な
い
特
急
に
乗
っ

て
岡
山
へ
。
一
泊
の
翌
朝
は
症
状
が

落
ち
着
い
て
お
り
、
そ
う
な
る
と
旅

心
が
勝
っ
て
し
ま
う
。
岡
山
を
縦
断

し
、
山
陰
へ
と
足
を
伸
ば
し
た
。
鳥

取
経
由
で
兵
庫
県
の
香
住
へ
。
宿
を

決
め
て
か
ら
行
っ
た
居
酒
屋
に
は
、

宿
の
主
人
が
飲
み
に
き
て
い
た
。
盛

り
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
、
サ
ー
ビ
ス

の
一
皿
が
出
た
。
カ
メ
ノ
テ
だ
っ
た
、

と
い
う
の
が
彼
の
旅
の
オ
チ
だ
。

「
ま
た
行
き
た
い
で
す
ね
」

　

青
年
が
目
を
細
め
る
と
、
寅
さ
ん

の
顔
に
な
っ
た
。

14

荻
野
ア
ン
ナ

おぎの あんな

1956年、神奈川県生まれ。小説家、慶應
義塾大学文学部教授。『背負い水』で芥
川賞（91年）、『ホラ吹きアンリの冒険』で
読売文学賞（2002年）、『蟹と彼と私』で
伊藤整文学賞（08年）を受賞。『ラブレー
で元気になる』、『殴る女』、『カシス川』ほ
か著書多数。最新刊は、『老婦人マリアン
ヌ鈴木の部屋』（朝日新聞出版）。

　

紀
元
前
よ
り
人
々
と
共
に
あ
る
ガ
ラ

ス
の
性
質
を
一
つ
あ
げ
る
と
し
た
ら
、

真
っ
先
に
無
色
透
明
と
い
う
特
徴
が
思

い
浮
か
ぶ
だ
ろ
う
。
し
か
し
意
外
に
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
無
色
透
明

な
ガ
ラ
ス
が
誕
生
し
た
の
は
、
今
か
ら

6
0
0
年
程
前
、
15
世
紀
中
頃
の
ヴ
ェ

ネ
チ
ア
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
透
明
ガ
ラ
ス「
ク
リ
ス
タ
ッ
ロ
」

の
発
明
は
、ヴ
ェ
ネ
チ
ア
の
ガ
ラ
ス
職
人

ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
バ
ロ
ヴ
ィ
エ
ー
ル（
？
〜

1
4
6
0
）に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

錬
金
術
師
か
ら
学
ん
だ
精
製
技
術
を
応

用
し
、
無
色
透
明
で
水
晶
で
は
不
可
能

な
ほ
ど
薄
く
柔
ら
か
な
フ
ォ
ル
ム
を
実

現
し
た
ク
リ
ス
タ
ッ
ロ
は
、
す
ぐ
さ
ま

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
は
じ
め
オ
リ
エ
ン
ト
諸
国

で
話
題
と
な
っ
た
。

　

当
時
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ン
・
グ
ラ
ス
が
人
々

の
羨
望
の
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
絵
の

中
に
描
か
れ
た
ガ
ラ
ス
器
た
ち
が
物

語
っ
て
い
る
。
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
や
ヴ
ェ

ロ
ネ
ー
ゼ
、
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
な
ど
ヴ
ェ

ネ
チ
ア
派
の
画
家
た
ち
が
、
花
器
や
デ

カ
ン
タ
ー
、
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
な
ど
の
多

数
の
ガ
ラ
ス
器
を
描
き
込
ん
だ
。
画
家

た
ち
は
人
々
が
熱
狂
し
た
ク
リ
ス
タ
ッ

ロ
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
依
頼
主
の
要

望
に
応
え
、
彼
ら
の
ス
テ
ー
タ
ス
や
ヴ
ェ

ネ
チ
ア
共
和
国
の
栄
華
を
表
現
し
た
の

だ
ろ
う
。

　

時
代
は
下
っ
て
、
バ
ロ
ッ
ク
絵
画
の

鬼
才
・
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ（
1
5
7
1
〜

1
6
1
0
）の《
バ
ッ
カ
ス
》（
1
5
9
6

年
頃
）に
も
、
ク
リ
ス
タ
ッ
ロ
の
ワ
イ
ン

グ
ラ
ス
と
デ
カ
ン
タ
ー
が
描
か
れ
て
い

る
。
箱
根
ガ
ラ
ス
の
森
美
術
館
の「
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ポ
イ
ン
ト
彫
り
レ
ー
ス

文
坏
」は
こ
の
絵
画
に
描
か
れ
て
い
る

ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
と
同
形
だ
が
、
脚
部
に

ヴ
ェ
ネ
チ
ア
を
象
徴
す
る
聖
マ
ル
コ
の

ラ
イ
オ
ン
が
型
吹
き
で
表
現
さ
れ
、
全

体
に
レ
ー
ス
文
様
の
彫
刻
装
飾
が
施
さ

れ
て
い
る
。

　
《
バ
ッ
カ
ス
》は
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
の
パ

ト
ロ
ン
で
あ
っ
た
デ
ル
・
モ
ン
テ
枢
機
卿

の
依
頼
で
制
作
さ
れ
た
。枢
機
卿
は
ヴ
ェ

ネ
チ
ア
出
身
で
、
人
文
主
義
者
と
し
て

も
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。
彼
が
古
代

ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
芸
術
の
愛
好
家
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
バ
ッ
カ
ス
を
主
題

と
し
た
作
品
を
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
に
依

頼
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、

こ
の
絵
画
は
デ
ル
・
モ
ン
テ
枢
機
卿
か

ら
ト
ス
カ
ー
ナ
大
公
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン

ド
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
へ
贈
ら
れ
、
現
在

ウ
フ
ィ
ッ
ツ
ィ
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
。
メ
デ
ィ
チ
家
も
ク
リ
ス
タ
ッ
ロ
が

発
明
さ
れ
た
頃
か
ら
、
そ
の
美
し
さ
に

魅
せ
ら
れ
た
名
家
の
一
つ
だ
。

　
《
バ
ッ
カ
ス
》は
、
一
説
に
よ
れ
ば
カ

ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
の
自
画
像
と
も
言
わ
れ

て
い
る
。
繊
細
さ
と
儚
さ
を
併
せ
も
つ

ク
リ
ス
タ
ッ
ロ
の
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
と
、

溢
れ
ん
ば
か
り
に
注
が
れ
た
赤
葡
萄
酒

が
、
わ
ず
か
38
年
の
人
生
を
早
足
で
駆

け
抜
け
た
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
の
煌
め
き

と
情
熱
を
映
し
出
し
て
い
る
か
の
よ
う

で
あ
る
。

バ
ッ
カ
ス
の
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス

3

「ダイヤモンド・ポイント彫りレース文坏」　16世紀

水
の
都
の

炎
の
奇
蹟

箱
根
ガ
ラ
ス
の
森
美
術
館
　
学
芸
員
　
根
本
耕
太
郎

箱根ガラスの森美術館

箱根、仙石原にある日本初のヴェネチアン・グラ
ス専門の美術館。15世紀から18世紀にかけて
ヨーロッパ貴族を熱狂させたヴェネチアン・グ
ラスや斬新な現代ガラス彫刻作品を展示。ヴェ
ネチアをイメージした庭園やカフェも併設。
https://www.hakone-garasunomori.jp/
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慢
性
の
便
秘
は
、『
本
来
体
外
に

排
出
す
べ
き
糞
便
を
十
分
量
か
つ
快

適
に
排
出
で
き
な
い
状
態
』
と
定
義

さ
れ
て
い
る
。
毎
日
出
て
い
な
か
っ

た
と
し
て
も
、
排
出
す
べ
き
量
を
快

適
に
排
便
で
き
て
い
れ
ば
便
秘
で
は

な
い
と
言
い
換
え
ら
れ
る
。
毎
日
出

て
い
な
い
か
ら
便
秘
だ
と
思
っ
て
い

た
人
は
、
便
の
状
態
や
快
適
に
排
便

で
き
た
か
と
い
う
こ
と
へ
意
識
を
向

け
て
み
る
の
も
お
す
す
め
だ
。

　
運
動
習
慣
も
便
秘
解
消
に
役
立
つ

が
、
よ
り
簡
単
に
実
践
で
き
る
こ
と

は
、
や
は
り
「
食
事
」
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
悩
ん
で
い
る
人
は
、
以
下

の
こ
と
を
意
識
し
て
み
よ
う
。

❶ 

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

　
食
事
量
が
少
な
け
れ
ば
便
の
量
も

少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。主
食
・
主
菜
・

副
菜
を
そ
ろ
え
、炭
水
化
物
、た
ん
ぱ

第 8 回

なにはともあれ
「健康」

健康に関する気になる情報を、テーマごとにおとどけ。
健康についての理解を深めたら、

日々 の生活に取り入れ、自分の体を労わろう。

今
号
の
キ
ー
ワ
ー
ド

便  

秘

便
秘
を
解
消
し
た
い
あ
な
た
に

男
女
と
も
に
高
齢
に
な
る
ほ
ど
増
加
し
て
い
る
と
い
う

「
便
秘
」。
便
秘
を
解
消
し
、
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め
の

お
役
立
ち
情
報
を
お
と
ど
け
す
る
。

く
質
、脂
質
、ビ
タ
ミ
ン
、ミ
ネ
ラ
ル
、

食
物
繊
維
を
適
度
に
摂
取
し
よ
う
。

　
ま
た
、
炭
水
化
物
を
極
端
に
減
ら

し
過
ぎ
る
と
食
物
繊
維
の
不
足
に
。

脂
質
も
必
要
不
可
欠
で
、
脂
肪
酸
が

大
腸
の
粘
膜
を
刺
激
し
て
蠕
動
運
動

を
促
進
し
て
く
れ
る
。
減
量
の
た
め

に
炭
水
化
物
や
脂
質
を
控
え
て
便
秘

が
続
く
と
い
う
方
は
、
炭
水
化
物
や

脂
質
の
摂
取
が
少
な
過
ぎ
る
か
も
し

れ
な
い
。

❷ 

水
分
補
給

　
大
腸
で
は
水
分
や
カ
リ
ウ
ム
や
ナ

ト
リ
ウ
ム
な
ど
が
吸
収
さ
れ
る
。
便

秘
で
大
腸
に
便
が
留
ま
っ
て
い
る
状

態
で
は
、
便
中
の
水
分
が
ど
ん
ど
ん

吸
収
さ
れ
て
し
ま
い
固
く
出
に
く
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
こ
ま
め
な
水

分
補
給
を
。

　
運
動
習
慣
の
あ
る
人
は
、
運
動
前
・

中
・
後
の
摂
取
と
合
わ
せ
て
、
水
分

補
給
の
内
容
も
運
動
に
合
わ
せ
て
調

整
を
。

❸ 

食
物
繊
維

　
食
物
繊
維
に
は
水
溶
性
と
不
溶
性

が
あ
り
、食
物
繊
維
を
し
っ
か
り
摂
っ

て
い
る
の
に
便
が
固
い
と
い
う
方
は
、

不
溶
性
の
食
物
繊
維
が
多
く
、
摂
り

方
が
偏
っ
て
い
る
可
能
性
も
。
水
溶

性
食
物
繊
維
は
、
固
く
な
っ
た
便
に

水
分
を
与
え
、
排
泄
し
や
す
く
し
て

く
れ
る
。
た
だ
、
ほ
と
ん
ど
の
食
品

は
不
溶
性
食
物
繊
維
、
水
溶
性
食
物

繊
維
の
ど
ち
ら
も
併
せ
持
っ
て
い
る

た
め
、
食
物
繊
維
が
豊
富
な
食
品
を

意
識
し
て
摂
る
こ
と
で
両
方
の
摂
取

に
繋
が
る
。
食
品
に
含
ま
れ
る
不
溶

性
・
水
溶
性
食
物
繊
維
を
調
べ
、
意

識
し
た
食
生
活
を
送
っ
て
み
て
は
。

　
便
秘
の
原
因
は
、
食
事
の
偏
り
や

水
分
不
足
、
運
動
不
足
な
ど
さ
ま
ざ

ま
。
ス
ト
レ
ス
も
関
係
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
の
で
、
食
事
バ
ラ
ン
ス
の

見
直
し
や
、
生
活
の
中
で
の
活
動
量

を
確
保
す
る
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
ス

ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
大
切
に
し

よ
う
。
ま
ず
は
始
め
や
す
い
こ
と
か

ら
日
々
の
生
活
に
取
り
入
れ
、
快
適

な
生
活
を
目
指
し
て
み
て
は
。

慢
性
の
便
秘
の
定
義

解
消
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

取材協力/株式会社タニタヘルスリンク　https://www.karadakarute.jp/

内科･循環器内科･糖尿病内科

高血圧などの生活習慣病、心臓病、動脈硬化で
お悩みの方はお気軽にご相談ください

2022年3月で小児科診療は終了しました

内科・循環器科

◆ 診　療　 9:00～12:30
　　　　　15:00～18:00
◆ 休診日　日・祝

院　 長  岡崎 大武

岡崎 大武
眞壁（旧岡崎）  怜子

糖尿病内科 花井 豪（東京女子医科大学）

川崎市麻生区王禅寺東 2-13-1　王禅寺消防署近く／駐車場あり 診療時間の
詳細はHPhttp://okazakiiin.com/直接来院受付可

受付は終了の
30分前まで

　044-966-8881（代表）

診療時間

9:00
～

12:30

15:00
～

18:00

月 火 水 木 金 土

岡崎大武

眞壁怜子

岡崎大武 岡崎大武

眞壁怜子

眞壁怜子 岡崎大武 岡崎大武

岡崎大武 岡崎大武 岡崎大武 眞壁怜子 岡崎大武

花井豪 （土曜日午後のみ
17：00 終了）

岡崎大武

心療内科 精神科 神経科

あさお 井澤クリニック

■ 休診日：日･祝日､木曜､月曜午前

  9:30〜12:30

15:00〜19:00

○
休診

○ ○ ○

○ ○○ ○
9:30〜 
14:00

休診

柿生駅北口前　川崎市麻生区上麻生5-40-1-202

薑044-981-3636
初診の方はお電話で予約をお願いします
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【 応募方法 】 
アンケートの回答・希望賞品・住所・氏名・年齢・職業・電
話番号を明記して、下記までご応募ください。

【 アンケート 】
❶  本号で面白かった記事や関心を持った広告を3つ

あげてください。
❷   今後取り上げてほしいテーマがありましたら教え

てください。
 ❸  P16で告知している「プラチナ世代のためのセカン

ドライフ&終活フェア」に参加したいですか?
 ❹   本号に対するご意見、ご感想を教えてください。 

【 宛先 】
● ハガキ　
〒215-0021  川崎市麻生区上麻生1-5-1  

りそな新百合ヶ丘ビル5F
ミスモ編集部「ミスモリッシュ2月号プレゼント」係
● 二次元コードからのご応募はこちら ➡ 

【 締切 】　2023年2月28日（火）（消印有効）
当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。
※ミスモリッシュの読者プレゼントにご応募いただいた個人情報はプレゼント
の発送および個人を特定しない統計的資料作成に利用するほか、賞品を協賛
企業等から直送する場合、必要な情報を協賛企業等に開示することになります
のでご了承ください。
※プレゼントの応募は希望商品1点につき1通とさせていただきます。お一人で
2点以上応募の場合は、それぞれ別々に応募してください。
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役立つ情報いろいろ RICHE Square役立つ情報いろいろ RICHE Square

バレンタイン限定ショコラ
ショップ

グルメ＆スーベニール「アイ マリーナ」
で、バレンタイン限定ショコラを2/14㈫
まで販売。ホテルのショコラティエが職
人技で作り出す、口どけや風味など細
部にまでこだわった一粒が楽しめる。
ヨコハマ グランド インターコンチネンタル ホテル 
蘂045-223-2366(アイ マリーナ直通) 
横浜市西区みなとみらい1-1-1
https://www.icyokohama-grand.com/

老舗で一流のひな人形を
ショップ

創業明治20年の同店には、モダンでおし
ゃれなひな人形が勢ぞろい。ハイセンス
な組み合わせが人気だ。本店、町田店、
横浜店、マルイファミリー溝口店があり、
新作ひな人形カタログの無料送付も。
福田屋人形店 藤沢本店

蘂0466-23-3131 
藤沢市本町1-3-29 賚10時〜19時 猾あり

3/31㈮閉園のお知らせ
アート

1999年に、作家サン=テグジュペリ
の生誕100年を祝してオープンした
ミュージアムが、2023年3/31㈮で閉
園する。閉園までにあなたの“大切な
もの”を探しに行ってみては。

Le Petit Prince™ Succession Antoine de Saint-Exupéry
Licensed by ㈱Le Petit Prince™ 星の王子さま™

星の王子さまミュージアム 
蘂0460-86-3700 
神奈川県足柄下郡箱根町仙石原909
賚10時〜18時（最終入園17時） 
贊2/1㈬〜3/15㈬までの毎週水曜日

グリーンアップル風味登場
商品

ミルクプロテイン配合のヨーグルトドリ
ンク「ザバス MILK PROTEIN」シリーズ
にグリーンアップル風味が新登場。ヨー
グルトと相性が良く、すっきり飲みやす
く、朝食や間食、運動後にもおすすめ。
明治 
蘂0120-598-369（お客様相談センター） 
中央区京橋2-4-16
https://www.meiji.co.jp/

今秋、ライブハウス誕生へ
サービス

音楽ライブハウスとなるホール、催事・
会議に使えるボックスなどで構成さ
れ、屋上には緑豊かなフリースペース。
新しいARスポーツ「HADO」の聖地に
も。10/15㈰開業予定。
SUPERNOVA（スペルノーヴァ）川崎

（運営元：ホリプロ） 
蘂03-4330-4257 
川崎市大宮町1-13 
https://www.horipro.co.jp/

「東急歌舞伎町タワー」始動
サービス

4/14㈮、新宿歌舞伎町に「東急歌舞伎町
タワー」が開業する。ホテルおよび映画
館・劇場・ライブホールなどからなる、
地上48階・地下5階・塔屋1階、約225m
の超高層複合施設。詳細はHPで。
東急歌舞伎町タワー 
新宿区歌舞伎町1-29-1
https://tokyu-kabukicho-tower.jp/

第53回 小田原梅まつり
イベント

2/4㈯～26㈰に「小田原梅まつり」を開
催。約35,000本の梅が咲き誇る曽我梅
林、約250本の梅が咲く小田原城址公
園を会場に行われる。詳細は曽我別所
梅まつり観光協会のHPを。
小田原市観光協会 
蘂0465-20-4192 

曽我別所梅まつり観光協会
蘂0465-42-1965（期間中のみ） 

「錦絵」の特別展を開催
アート

2/14㈫から3/21㈷まで「錦絵の誕生
～師宣、春信から歌麿、写楽まで～」を開
催。多色摺りの木版画を、絹織物の美し
さに例え「錦絵」と呼ぶ。錦絵の登場で花
開く、初期浮世絵の世界が蘇る特別展。

勝川春章「東扇　初代中村富十郎の娘道成寺」
安永6（1777）年 Ⓒ2023　川崎・砂子の里資料館

川崎浮世絵ギャラリー 
蘂044-280-9511 
川崎市川崎区駅前本町12-1 川崎駅前タワー・リバーク
3F 賚11時〜18時30分 贊月曜（祝日の場合は翌平日）
https://ukiyo-e.gallery

温泉づくしで伊豆を満喫

4本の源泉から湧き出る毎分600ℓの豊富な温泉を、
大浴場、客室、足湯、通年利用可能な源泉プール
など、館内の随所で楽しめる。伊豆に伝わる花暦を
取り入れた装飾が施され、伊豆の魅力を味わえる。

蘂050-3134-8092　
https://hoshinoresorts.com/ja/hotels/kaiito/

界 伊東

平日限定宿泊券
（1泊2食付）

A

2名
様

1組

“眺めてうっとり、かじって甘い”新品種

2018年秋に佐賀県でデビューした新品種。15,000
株もの中から選び抜かれた佐賀県の自信作だ。深
みのある紅色と凛と美しい形が愛らしく、やさし
い甘さが味わえる。

蘂0952-26-2139　
http://jasaga.or.jp/ichigo/

JAさが 園芸部 園芸販売課

佐賀県産いちご
「いちごさん」（2パック）

B

5名
様



蘂045-963-4105 
横浜市青葉区鴨志田町1204 

横浜美術大学
地域連携センター

初心者から経験者まで幅広く受講できる多彩
なプログラムが魅力的。自然豊かで静かな環
境のもと、楽しみながら技術向上を目指せる
内容になっている。講座内容の詳細や申し込
みはHPにて2月より公開。

横浜美術大学2023年春の公開講座

ホームページ

In format ion
⃝ ペンで描く動物画 
⃝ デッサン講座 
⃝ 自由に描く水彩画 
⃝ 大理石彫刻の技法を学ぶ
⃝ 臨床美術
⃝ 創作おりがみ入門 ほか

こどもの国

住吉神社前

住吉神社

すみよし台

東
急
こ
ど
も
の
国
線

人生をより豊かに過ごしたり、将来に備えたり…
そんなプラチナ世代のための情報をお届け

プラチナ世代のあなたへ

小田急不動産・小田急ハウジング運営の多
機能店舗。売買・賃貸・リフォーム・注文住
宅まで幅広く相談できる。相続不動産や空
き家の相談など専門の担当者が丁寧にアド
バイス。相談だけでも気軽に応じてくれる。
自宅を売却後も住み続けられる「リースバ
ックのしくみ」について解説する講座も2/4
㈯に開催。資金確保の方法として近年注目
されている。予約は二次元コードから。

2/4㈯「リースバック」講座開催

新ゆり 小田急 住まいのプラザ

In format ion

⃝  「リースバック」のしくみと
メリット講座

　  日時： 2/4㈯10時30分～
11時30分

　  参加費：無料
　 講師：インテリックス
 能城浩一氏
　  予約：電話またはWeb
※終了後、個別相談可（1組
30分／予約制）

蘂0120-090-918 
川崎市麻生区万福寺1-18-1 
賚10時～18時 
贊水曜 猾あり 

ホームページ

新百
合ヶ
丘

ファミリーマートJA
世田谷通り

至新
宿

オーパ
エルミロード

イオンスタイル
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